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元
慶
寺
の
別
院
マ
J

な
る

I
仁
明
天
皇
の
御
忌

8
金
光
明
親
の
勤
誦
ー
妙
法
蓮
華
繹
講
説
の
開
始

貞
観
十
一
年
二
月
十
六
日
親
王
雲
林
院
を
僧
正
逼
照
に
付
嘱
し
て
、
元
慶
寺
の
別
院
マ
」
し
、
永
＜
天
台
偵
法
の
逍
場
た

ら
し
め
ん
こ
ご
を
宜
ふ
た
°
而
し
て
院
中
の
雑
事
は
逼
照
の
門
徒
を
選
ん
で
掌
ら
し
む
る
こ
ご
に
な
っ
た
Q

光
孝
天
皇

仁
和
二
年
四
月
三
日
勅
を
下
し
て
、
侮
年
一
二
月
二
十
一
日
仁
明
天
皇
の
御
忌
日
に
雲
林
院
に
於
て
、
金
光
明
続
四
港
セ

勒
誦
す
る
の
外
、
夏
九
十
H
の
間
妙
法
蓮
華
罷
を
講
せ
し
む
る
こ
ビ
を
定
め
給
ふ
た
°
有
名
な
る
菩
提
講
は
此
時
に
始

つ
て
雲
林
院
廃
減
の
時
ま
で
綬
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
0

而
し
て
同
院
が
元
慶
寺
の
別
院
っ
y
J

な
っ
た
の
は
、
僧
正
逼
照
が

元
慶
寺
を
主
宰
し
て
ゐ
た
胴
係
か
ら
、
逼
照
の
奏
請
に
某
く
所
で
あ
る
。
其
時
の
事
情
は
一
二
代
賓
鎌
に
詳
し
い
。

元
慶
八
年
九
月

+
H丁
卯
。
櫂
僧
正
法
印
大
和
尚
位
逼
照
奏
言
Q

雲
林
院
者
0

故
無
品
常
康
親
王
之
奮
居
也

二
代
宵
鎌
四
十
六
怨

第

入

章

僧
正
逼
昭
雲
林
院
を
付
嘱
せ
ら
る

雲

林

院

の

研

究

昔 （
承
前
）

一
入
九

代

節

雄



親
王
出
家
腐
砂
門
＿
貞
観
十
一
年
二
月
十
六
＂
。
以
二
此
院
ー
付
嘱
逼
照
[
I
°
深
平
天
皇

3

賜
レ
此
居
之
°
天
皇
登
退
3

常
康
落
髪
Q

日
天
天
岡
レ
極
°
徳
猶
難
レ
報
レ
恩
0

欲
瓦
公
夕
精
合
P

介
も
瓜
す
天
台
之
放
9

伏
思
。
元
慶
寺
永
置
ー
一
年
分
度

僧
三
人
↓
偲
1

天
台
之
法
↓
行
ニ
レ
成
度
之
逍
↓
請
以
総
I

]

元
慶
寺
別
院
↓
成
ー
ー
親
王
之
心
願
玉
令
但
院
中
雑
事
°
揮
ー
ー
逼

照
門
徒
之
堪
払
竹
レ
事
者
↓
介
ー
巳
其
勾
営
↓
勅
依
レ
請
鵜
之
。

＿
―
-
代
宵
鎌
怨
四
十
九
仁
和
二
年
夏
四
月

――
-
H
壬
子
°
勅
令
下
二
雲
林
院
↓
餌
年
三
月
二
十
一

H
仁
明
天
皇
忌
日
。
韓
四
怨
金
光
明
経
『
安
居
一
夏
之
間
°
講
中
妙

法
連
華
経
3

先
姑
°
僧
正
逼
照
奏
言
0

雲
林
院
0

是
仁
明
天
臭
之
第
七
皇
子
常
康
親
王
欝
居
也
0

初
親
王
出
家
之
後
°
去

貞
観
十
一
年
二
月
十
六
H
0
親
王
付
ー
ー
島
於
逼
昭
竺
云
°
仁
明
天
皇
仙
化
之
後
0
賜
以
ー
ー
此
院
↓
常
康
刷
二
除
頭
髪
3

一
蹄
二
依

佛
理
｛
修
練
功
没
°
未
レ
報
萬
―
f

故
拾
一
此
院
°
永
為
二
精
含
↓
欲
下
博
ー
一
天
台
之
放
丘
守
先
皇
之
恩
↓
若
委
非
二
其
人
。

逍
則
不
レ
r
り

付

得
1

1

其
人
『
業
脂
函
面
盛
つ
今
副
1

}

田
園
資
財
つ
永
以
付
屈
者
3

伏
尋
一
一
親
王
素
意
心
深
i

i

於
報
恩
↓
志

在
I

i

天
台
↓
望
睛
総
I

I

元
擬
寺
別
院
つ
但
院
中
雑
事
。
探
二
逼
照
門
徒
中
堪
レ
事
者
↓
永
令
一
＿
勾
賞
9

田
園
有
レ
敷
°
支
用
不
レ

乏
°
望
毎
年
三
月
二
十
一
n
°
先
皇
忌
H
0
演
二
四
巻
金
光
明
経
つ
安
居
九
旬
之
間
°
講
-

l

妙
法
達
華
経
つ
若
非
ー
一
勅
許
↓

恐
有
1

一
斯
絶
p

至
レ
是
許
之
3

111科
の
花
山
元
慶
寺
は
、
昔
の
保
な
く
、
大
い
に
衰
へ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
°
僧
正
逼
照
の
墓
は
、
そ
れ
よ
り
程
遠
か

ら
ぬ
所
に
懺
存
し
て
ゐ
る
。
元
慶
寺
が
徴
か
な
が
ら
今
日
ま
で
の
佛
燈
セ
維
持
し
末
っ
た
の
は
幸
で
あ
る
。
そ
れ
に
引

1

九
0



7
0
 

キー
し で

あ
る
。

一
九

き
か
へ
て
、
雲
林
院
は
影
さ
へ
な
い
0

元
慶
寺
が
比
較
的
遠
ざ
か
つ
て
ゐ
た
為
に
、
今
H
迄
残
り
得
た
の
か
も
紐
れ
ぬ
。

逼
昭
の
そ
れ
に
ひ
き
か
へ
て
、
常
康
親
王
の
奥
津
城
は
何
慮
で
あ
る
の
か
吾
人
は
未
だ
知
ら
な
い
。
小
さ
い
な
が
ら
。

現
今
の
雲
林
院
の
小
観
音
堂
こ
そ
後
世
に
胎
し
度
い
も
の
で
あ
る
。
幸
に
も
今
此
附
近
に
ウ
ン
リ
ン
井
ン
町
な
る
名
が

出
末
た
か
ら
よ
し
堂
は
な
く
な
る
時
が
あ
っ
て
も
、
此
町
名
は
永
久
に
哨
わ
す
し
て
、
後
の
人
々
に
雲
林
院
を
想
起
せ

し
む
べ
き
縁
ゞ
五
ら
う
。

右
三
代
賓
録
に
見
わ
る
安
居
ご
源
氏
物
語
の
夕
顔
の
上
を
材
料
に
し
た
も
の
に
謡
曲
半
蔀
が
あ
る
。
作
者
は
「
夕
顔
」

こ
同
じ
く
内
藤
河
内
守
ら
し
い
。
作
者
は
源
氏
物
語
ご
因
緑
の
浅
か
ら
ぬ
雲
林
院
の
僧
ご
夕
顔
上
こ
を
組
合
は
し
た
の

ツ
キ
閾
こ
れ
ば
部
紫
野
雲
林
院
に
住
ひ
す
る
僧
に
て
候
0

さ
て
も
我
一
夏
の
間
花
を
立
て
候
3

早
安
居
も
過
ぎ
方
に
な

b
候
へ
ば
、
色
よ
き
花
を
集
め
、
花
の
供
養
を
取
り
行
は
ば
や
マ
J

存
じ
候
。

僧
正
逼
昭
は
仁
明
天
臭
の
殊
遇
を
蒙
つ
て
ゐ
た
の
こ
、
富
時
の
大
徳
で
親
王
ご
呪
懇
の
間
柄
に
あ
っ
た
閾
係
か
ら
、
常

康
親
王
よ
り
雲
林
院
に
就
て
の
一
切
の
事
セ
委
託
せ
ら
れ
た
も
の
マ
J

解
す
べ
き
で
あ
る
°
逼
昭
は
虹
平
二
年
正
月
廿
九

日
七
十
六
歳
で
示
寂
し
て
ゐ
る
か
ら
、
雲
林
院
を
親
王
か
ら
付
嘱
せ
ら
れ
た
の
は
五
十
五
歳
の
時
で
あ
る
。
し
か
し
て

親
王
は
逼
昭
に
付
嘱
後
三
ヶ
月
即
ち
貞
観
十
一
年
五
月
入
H
に
器
じ
給
ふ
た
。
逼
昭
は
親
王
の
曲
露
後
二
十
一
年
問
在
世



き
け
る
に

る
は
か
う
ぶ

b
給
は

b
なや
y
」
、
よ
ろ
こ
ぴ
け
る
を
聞
含
て
よ
め
る

丙
午
左
近
衛
少
将
従
五
位
上
良
本
朝
臣
宗
貞
出
家
為
レ
僧
宗
貞
先
皇
之
寵
臣
他

以
求
ー
ー
報
恩
一
時
人
慇
レ
焉

丙
午
は
仁
明
天
皇
崩
御
の

H
即
ち
嘉
詳
一
1

一
年
三
月
廿
一

H
已
亥
よ
り
計
算
す
る
王
二
月
廿
入

H
に
相
常
す
る
0

古
今
集

に
よ
る
ご
彼
は
比
叡

lll
に
上
つ
て
出
家
し
た
の
で
あ
る
こ
ご
が
知
ら
れ
る
0

彼
の
歌
は
そ
を
語
る
。

古
今
集
怨
第
十
六
哀
傷
歌

深
草
の
み
か
ざ
の
御
時
に
臓
人
の
頭
に
て
よ
る
ひ
る
な
れ
仕
う
ま
つ

b
け
る
を
、
諒
間
に
な
り
に
け
れ
ば
、
延
に
世

に
も
ま
じ
ら
す
し
て
比
叡
の
山
に
の
ぼ

b
て
、
か
し
ら
お
ろ
し
て
け
り
。
そ
の
又
の
年
み
な
人
御
ぶ
く
ぬ
き
て
、
あ

み
な
人
は
は
な
の
こ
ろ
も
に
な
り
ぬ
な
り
こ
け
の
袂
よ
か
わ
き
だ
に
せ
よ

讃
岐
典
侍
＂
記
に
己
が
代
の
事
を
記
し
て
此
逼
昭
の
故
事
を
偲
ん
で
ゐ
る
。

逼
昭
僧
正
の
。
深
草
の
帝
に
と
く
れ
ま
い
ら
せ
て
0

法
師
に
な

b
て
こ
そ
う
せ
け
る
か
。
又
の
＜
J

し
御
ふ
く
人
々
ぬ

文
癒
宵
鎌
嘉
詳
三
年
三
月

で
あ
る
。
文
掘
宵
鎌
は
そ
れ
を
詳
か
に
記
し
て
ゐ
る
。

先
皇
崩
後
哀
慕
無
し
巳
自
蹄
ー
ー
佛
理

僧
正
逼
昭
の
出
家
の
動
機
が
直
接
仁
明
天
皇
の
崩
御
に
依
る
こ
マ
J

は
常
康
親
王
マ
J

同
一
轍
で
あ
る
の
は
、
前
述
の
通
り

一九



っ
た
0

餘
材
抄
に
は
三
代
賓
鎌
を
引
用
し
て
あ
る
。

貞
観
入
年
六
月
の
條
に
委
し

讃
岐
典
侍
は
記
憶
の
誤
で
此
歌
を
上
下
書
違
へ
て
ゐ
る
。
し
か
し
私
は
群
書
類
従
本
に
よ
っ
た
の
で
、
底
本
に
誤
り
が

古
今
集
怨
入
離
別
歌
に
さ

り

雲
林
院
の
み
こ
の
、
含
利
會
に
、
山
に
の
ぽ
り
て
饉
り
け
る
に
、
櫻
の
花
の
も
マ
J

に
て
よ
め
る

さ
い
ふ
逼
昭
の
歌
が
あ
る
。
雲
林
院
の
み
こ
は
、
勿
論
前
に
述
べ
た
如
く
常
康
親
王
で
あ
る
°
而
し
て
此
含
利
會
は
比

山
に
登
b
て
の
山
は
比
叡
の
山
也
此
頃
は
比
枝
の
延
暦
寺
を
山
ご
言
ひ
三
井
の
園
城
寺
を
寺
ご
の
み
言
ひ
な
ら
へ
り

雲
林
院
の
云
々
比
枝
の
山
の
合
利
會
に
雲
林
院
の
皇
子
の
ぼ
b
て
蹄
り
け
る
こ
心
得
べ
し
含
利
會
の
事
三
代
宵
鎌
の

と
あ
る
。
そ
こ
で
契
沖
の
云
へ
る
「
み
こ
の
山
に
の
は
り
て
」
は
み
こ
が
山
に
の
ば
り
て
の
意
な
る
こ
こ
明
ら
か
に
な

さ
記
し
て
ゐ
る
0

博
文
館
の
和
歌
叢
書
本
に
は

含
利
會
に
う
b
ん
ゐ
ん
の
み
こ
の
山
に
の
ぽ

b
てマ
J

意
得
べ
し

叡
山
で
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
莫
沖
の
古
今
餘
材
抄
に
は

山
風
に
櫻
吹
き
ま
き
み
だ
れ
な
む
花
の
ま
ぎ
れ
に
た
ち
マ
J

ま
る
べ
く

あ
る
な
ら
ぱ
別
だ
が
。

み
な
人
は
花
の
袂
に
な
b
ね
な
b
苔
の
衣
よ
か
は
き
た
に
せ
よ

一九ー――



三
代
宵
録
第
十
一
二
云
°
貞
観
入
年
六
月
廿
一
日
甲
午
為
二
延
暦
寺
る
芸
式
四
條
°
其
二
株
手
制
供
合
利
會
ー
一
職
掌
僧
闘
怠
上

日
。
含
利
會
者
故
座
主
圃
仁
授
闊
梨
誓
以
謹
國
。
＾
口
寺
衆
僧
上
中
下
倶
随
喜
連
レ
名
同
鴬
二
檀
越
一
闊
梨
生
前
加
レ
署
奉

行
°
幾
至
二
没
後

E
姦
竪
背
忘
↓
況
是
奉
レ
酬
一
繹
迦
之
徳
一
亦
乃
鎮
ー
ー
謹
朝
家
一
之
事
乎
°
而
頃
年
差
一
ー
職
掌
僧
丘
密
心
二
助

修
＿
永
代
事
業
何
不
二
厳
制
↓
今
須
瓦
公
夕
公
會
i

世
々
勧
修
塩
去
有
＿
一
闊
怠
之
類
ー
一
淮
二
灌
頂
＿
朋
懲
二
其
怠
↓

か
く
見
て
末
て
自
ら
歌
の
意
が
瞭
然
ビ
し
て
末
る
宣
長
の
古
今
集
遠
鏡
に
は

山
風
―
ー
此
櫻
ノ
花
ヲ
吹
巻
テ
チ
リ
｀
｀
｀
ダ
レ
ヨ
カ
ジ
ソ
ジ
タ
ラ
此
花
ノ
チ
リ
ミ
ダ
＞
戸
ノ
ー
ー
マ
ギ
＞
ー
プ
カ
ヘ
戸
道
ガ
シ

レ
ヌ
ト
云
テ
君
ガ
オ
ト
マ
リ
ナ
サ
JV
ャ
ウ
ー
ー

ご
あ
る
君
の
意
も
自
ら
常
康
親
王
の
事
と
解
さ
れ
る
0

延
暦
寺
マ
J

常
康
親
王
ご
の
闊
係
を
物
語
る
資
料
こ
し
て
此
歌
を

味
ふ
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
譴
昭
マ
J

親
王
マ
J

が
親
密
な
る
問
柄
に
あ
ら
せ
ら
れ
た
證
で
も
あ
る
。

逼
昭
集
に
は
第
五
句
「
君
ご
ま
る
べ
く
」
こ
な
っ
て
ゐ
て
詞
害
に
「
雲
林
院
の
み
こ
ひ
え
の
合
利
會
に
の
ぽ
り
て
蹄
b

給
ひ
け
る
に
，
｝
ビ
あ
る
か
ら
自
ら
明
瞭
で
あ
る
0

逼
昭
が
親
王
に
近
づ
い
て
ゐ
た
證
跡
は
古
今
集
春
歌
下
の
素
性
法
師

の
歌
で
で
も
細
ら
れ
る
。

雲
林
院
の
み
こ
の
許
に
花
見
に
、
北
山
の
ほ
ご
り
に
ま
か
れ
り
け
り
時
よ
め
る

い
ざ
け
ふ
は
春
の
山
べ
に
ま
じ

b
な
む
暮
れ
な
ば
な
げ
の
花
の
か
げ
か
は

逼
昭
杜
俗
嘗
時
の
子
櫂
律
師
素
性
法
師
が
春
の

B
に
常
康
親
王
セ
雲
林
院
に
訪
ふ
た
こ
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
0

し
か
し

一
九
四



題
し
ら
す

も
マ
J

に
一
本
供
に
こ
あ
り

々

一
九
五

ド
レ
ヤ
ケ
フ
＾
日
ノ
ク
レ

JV

マ
デ
モ
此
ノ
春
ノ
山
ベ
ヲ
カ
ケ
ア

JV
イ
テ
ア
ソ
バ
ウ
ゾ
日
ガ
ク
レ
ク
ト
テ
モ
花
ノ
陰
ガ

ナ
ナ
サ
ウ
ナ
カ
イ
イ
ク
ラ
モ
花
ノ
カ
ゲ
ガ
ア
レ
バ
モ
シ
暮
ク
ナ
ラ
サ
イ
ハ
イ
ヂ
ャ
花
ノ
カ
ゲ
ー
ー
ト
マ
ラ
ウ
＾
サ
テ
云

ご
あ
る
c
寺
ご
解
せ
な
い
こ
マ
J

も
な
い
が
山
邊
の
方
が
稔
か
で
あ
ら
う
0

前
に
引
い
た
和
歌
叢
書
本
に

ご
異
本
を
あ
げ
て
あ
る
0

す
る
ご
、
う
り
ん
ゐ
ん
の
み
こ
の
供
を
し
て
、
北
山
の
花
か
げ
に
遊
ん
だ
こ
こ
に
な
る
0

禰

々
逼
昭
ご
素
性
か
が
雲
林
院
を
中
心
に
親
王
マ
J

近
し
い
闊
係
に
あ
っ
た
こ
マ
J

が
推
測
さ
れ
や
う
。

常
康
親
王
の
御
歌
が
一
首
だ
け
古
今
集
急
第
十
五
恩
の
歌
五
に
入
っ
て
ゐ
る
。

雲
林
院
の
み
こ

ふ
き
ま
よ
ふ
野
風
を
さ
む
み
あ
き
萩
の
う
つ

b
も
行
く
か
人
の
こ
こ
ろ
の

人
の
心
の
移
り
易
き
を
た
こ
へ
て
あ
る
0

御
出
家
せ
ら
れ
た
沈
敏
な
る
親
王
の
御
詠
こ
し
て
、

し
き
懸
の
歌
で
あ
る
。

ふ
さ
は
し
く
も
お
ご
な

常
康
親
王
僧
正
逼
昭
素
性
法
師
の
闊
係
セ
物
語
る
資
料
＇
こ
し
て
、
古
今
集
か
ら
僅
か
に
上
の
例
記
を
引
い
だ
が
、
同
じ

遠
鏡
に

て
歌
中
「
春
の
山
べ
」
マ
J

あ
る
か
ら
北
山
あ
た
り
を
逍
遥
し
た
の
で
あ
ら
う
か

(
g吐
喰
蛇
這
麒
凜
て
）



櫻
ば
な
ち
ら
ば
ち
ら
な
む
ち
ら
す
ご
て
ふ
る
さ
ご
人
の
末
て
も
見
な
く
に

の
歌
あ
る
こ
こ
を
知

b‘

惟
喬
親
王
ご
逼
昭
こ
も
近
し
い
闊
係
に
あ
ら
せ
ら
れ
た
こ
こ
が
察
せ
ら
れ
る
0

し
か
も
常
康

親
王
こ
惟
喬
親
王
こ
が
何
れ
も
御
母
紀
氏
な
の
で
あ
る
0

大
13
本
史
に
は
、

更
衣
紀
種
子
生
第
七
子
常
康
親
王
l

ご
記
し
て
ゐ
る
0

種
子
は
名
虎
の
女
で
あ
る
0

惟
喬
親
王
の
御
母
も
紀
名
虎
女
で
文
徳
天
皇
更
衣
瀞
子
で
あ
る
。

系
を
作
る
と

紀
名
虎
|
ー
有
常
ー
ー
女
在
原
業
平
室

＿
ー
女
藤
原
倣
行
室

仁
明
天
皇
更
衣

ー
種
子
営
康
親
王
毎

文
徳
天
皇
更
衣

惟
喬
親
王
母

惟
條
親
王
母

—
静
子

と
な
る
。
惟
喬
親
王
の
御
年
齢
に
就
て
は
二
説
あ
る
。
即
ち

寛
平
九
年
二
月
甍
五
十
四
歳

を
あ
げ
て

僧
正
逼
昭
に
詠
み
て
贈
b
け
る

く
古
今
集
巻
第
二
春
歌
下
に

一
代
要
記
、
帝
王
組
年
記
、
皇
胤
紹
蓮
録

惟
喬
の
み
こ

一九

1̂



仝

草
祥
之
臣
彦
九
郎
°
李
先
天
下
唱
尊
王
社
氾
哉
逍
烈
維
新
業
。
青
史
長
留
萬
丈
光
3

高

山

仲

縄

百

四

十

年

祭

謹

賦
成

松

披

貞
観
十
五
年
二
月
党
二
十
六
歳

一
九
七 田

の
春
の
花
、
小
野
山
の
冬
の
雲
、
思
は
さ
ま
人
＼
に
そ
の
か
み
に
馳
せ
て
戚
慨
痛
切
、

軍

平

一
篇
の
劇
は
幻
想
に
浮
ぶ
。
（
末
完
）

で
あ
っ
て
、
大
日
本
史
は
三
代
宵
録
に
依
つ
て
、
皇
胤
紹
運
録
、
源
氏
系
闘
の
後
説
を
誤
な
り
こ
し
、
前
説
セ
こ
っ
て

ゐ
る
°
若
し
二
十
六
歳
説
に
従
ふ
ご
、
常
康
親
王
酋
露
去
の
貞
観
十
一
年
に
は
、
御
歳
二
十
二
歳
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
。
ま

た
五
十
四
歳
設
セ
こ
る
こ
、
常
康
親
王
既
去
の
際
は
二
十
六
歳
に
な
る
0

何
れ
に
し
て
も
牡
年
の
御
時
で
あ

b
、
御
母

の
出
を
同
じ
く
せ
ら
る
る
関
係
上
、
常
康
親
王
9
:

も
親
し
く
あ
ら
せ
ら
れ
た
ご
思
は
れ
る
0

雲
林
院
の
春
の
花
、
渚
院


